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講座番号 B-30 講座名

記載日 ２０２１．１．
３

団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
・楽しい講義だった。
・多くの資料や講師の熱意を感じ摂ることができ、満足できた。
・ゲームを通じてSDGｓを知ることができてよかった。他の受講者ともコミュニケーションができ
てよかった。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

新型コロナの感染が不安な中で、前期から後期に日程を移して実施。リモートで行うことも必要か
と思ったが、
なんとかリアルで実施できた。受講者には満足していただけたので良かったと思っている。

事業実績報告書

レイチェル・カーソンの想いは今に続く
レイチェル・カーソン日本協会東海フォーラ
ム

〈講座全体の概要〉(300字程度)
レイチェル・カーソンが「沈黙の春」を著して警鐘を鳴らしてから６０年を過ぎた今、環境問題は
さらに
厳しい局面となっている。人類はSDGｓという目標を決めて歩き始めているが、道は厳しい。
当会は、学び続けることでカーソンの想いをつなぎ、それぞれの気付きと行動につなげていく。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

様式２
(2020年度)
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